
と　き ３月１６日 g １４時～
ところ 市立図書館　２階幼児コーナー

平成１３年１２月、平成１４年１月に入
った図書の中から紹介します。
○敬宮愛子さまご誕生
○やがて中国の崩壊がはじまる
○９．１１
○納得できる生命保険の選び方
○ドイツ流　シンプル掃除学
○声に出して読みたい日本語
○利家とまつ　上・下
○鎖国してはならない
○教えて教えて質問バンバン
○かがやけ！ナース
○みちくさはやっぱりたのしい！
○わかさ美浜町誌
○福井良い店　旨い店
○リレーメルヘン魔女　　　ほか

（一般書　１，０３３冊・児童書２７２冊）
なお、新着図書案内一覧表は図書館・公

民館等にあります。

3月の休館日
◆ 毎週月曜日
◆ 21日（春分の日）

なお、毎週金曜日は
20時まで開館しています。
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敦賀港川崎・松栄Ｂ岸壁で昨年7月から建設を進めてい

たコンテナの貨物荷さばき施設「敦賀港 C F S（コンテナフ

レートステーション）」が竣工しました。この施設は外国貿

易定期コンテナ（韓国釜山、中国大連など週4便）の物品

積み下ろしのスペースを確保するために建設したもので、

県内初。今後、日本海有数の国際貿易港として年間１,８０

０本分あまりの貨物を取り扱う予定です。

ＣＦＳ竣工式　１月８日

2 0 0 2年の初せりが、古田刈の公設地方卸売市

場、蓬莱町の魚市場で揃って行われました。せり

人の威勢の良い掛け声とともに野菜や魚は次々と

せりおとされ、場内は活気にあふれていました。

あなたが写っていたら、連絡ください。写真を

差し上げます。 広報広聴課　1２２－８１１２

プラザ萬象で成人式が行われました。今年は男子

３７９人、女子３８７人の計７６６人が成人を迎え、

式典にはおよそ６３０人が参加しました。小豆色や

青色など華やかな振袖や、袴、羽織、スーツで凛々
り り

しく着飾った新成人たちの晴れ姿に、青空も祝って

くれました。

経済産業省の古屋圭司副大臣が来敦しました。古屋副大

臣は、日本原電３・４号機増設に係る第１次公開ヒアリン

グを行い、電源開発基本計画に組み入れていくため、その

開催に協力を求めました。市長は、国策に協力をする旨を

伝えるとともに、近畿自動車道敦賀線の早期着工や産業団

地の企業誘致などに対する支援を要請しました。

「 漢
か ん

詩
し

」 海 原
う な は ら

芳 翠
ほ う す い

「 短
た ん

歌
か

」 倉 内
く ら う ち

由 芳
ゆ う ほ う

3月の市民ギャラリー　【 日本画】

西村
に し む ら

翠佳
す い か

藤長
ふ じ な が

恵仙
け い せ ん

＜ 敦 賀 南 画 教 室 ＞

２月の市民ギャラリー 【書】

＜ 玄 々 社
げ ん げ ん し ゃ

＞ 気比神宮で文化財火災防ぎょ訓練が行われ、気

比神宮の関係者、地元消防団そして消防隊員が貴

重な文化財を守るべく、機敏な行動で訓練にあた

りました。気比神宮には、国指定文化財の大鳥居

のほか能面や古図など計５点が文化財に指定され

ており、敦賀のシンボルであるだけでなく貴重な

文化遺産が保管されています。

経済産業副大臣が来敦　1 月9日

2月1日 F～　　市役所 市民ホール

文
化
遺
産
を
守
れ
！

１
月
25
日

第５３回成人式　１月１３日

問合せ 市立図書館　1２２－１８６８

市民の台所をまかなう　1月5日



建
築
住
宅
課
　
1

22
・
８
１
４
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格

《
一
般
住
宅
》
市
内
に
住
所
を
有
し
、

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
す
る
親

族
が
あ
り
、
世
帯
収
入
が
一
定
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
他
の

条
件
を
満
た
す
方

《
単
身
者
入
居
可
能
住
宅
・
単
身
者
専

用
住
宅
》
市
内
に
住
所
を
有
し
、
50

歳
以
上
の
方
ま
た
は
障
害
の
程
度
が

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
身
体
障
害
者

等
の
方
で
、
収
入
が
一
定
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
他
の
条
件

を
満
た
す
方

申
込
み

３
月
１
日
f

〜
３
月
８
日
f

の
間
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
で
建
築

住
宅
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
申
込
用
紙
は
２
月
22
日
f

か
ら
交
付

し
ま
す
）

抽
選
日

３
月
下
旬
（
予
定
）

入
居
開
始
日

抽
選
の
後
、
当
選
者
に

会
場
で
説
明
し
ま
す

※
平
成
13
年
分
の
収
入
が
わ
か
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
等
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
13
年
１
月
か
ら
申
込
日
ま
で
に

勤
務
先
を
変
更
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

結
婚
予
定
等
の
事
情
の
あ
る
方
は
必

ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
13
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ
る
ま

で
に
前
住
所
地
で
の
所
得
（
課
税
）

証
明
書
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
　
1

22
・
８
１
１
５

平
成
14
年
度

交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
開
始

３
月
１
日
よ
り
受
付

共
済
掛
金

１
人
年
額
　
500
円

共
済
期
間

▼
３
月
31
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
場

合
、
4
月
１
日
か
ら
平
成
15
年
３

月
31
日
ま
で

▼
４
月
１
日
以
降
に
受
け
付
け
た
場

合
、
受
け
付
け
た
日
の
翌
日
か
ら

平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

加
入
資
格

平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
、

敦
賀
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
が
あ
る
方
（
転
入
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
そ
の
日
か
ら
）

対
象
と
な
る
事
故

国
内
で
次
の
交
通
機
関
の
運
行
に

伴
う
接
触
、
衝
突
、
転
落
、
そ
の
他

の
事
故
に
よ
る
人
の
死
傷

▼
白
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車

▼
汽
車
、
電
車
、
旅
客
船
、
旅
客
機

▼
車
い
す
（
道
路
上
で
使
用
中
の
事
故
）

申
込
み

申
込
書
に
掛
金
を
添
え
て
、

区
長
さ
ん
ま
た
は
生
活
環
境
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

若
者
テ
レ
フ
ォ
ン

若
者
の
消
費
者
相
談
電
話

若
者
の
消
費
者
被
害
未
然
防
止
の
た

め
に
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
悪
質
商
法

被
害
防
止
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と

し
て
、
相
談
日
を
設
け
て
電
話
相
談
を
行

い
ま
す
。

最
近
、
路
上
で
声
を
か
け
ら
れ
高
額

な
化
粧
品
や
健
康
食
品
を
買
わ
さ
れ
る
キ

ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
や
親
戚
・
友
人
を
誘
っ
て

商
品
を
売
れ
ば
マ
ー
ジ
ン
が
も
ら
え
る
と

い
う
マ
ル
チ
（
ま
が
い
）
商
法
な
ど
で
多

く
の
若
者
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
話
や
あ
や
し
げ
な
話
、
契

約
な
ど
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
困

っ
た
と
き
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

と
　
き

３
月
７
日
e

９
時
〜
17
時

相
談
電
話

1

22
・
８
１
１
５

税
　
務
　
課

1

22
・
８
１
０
９

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
14
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

と
　
き

３
月
１
日
f

〜
22
日
f

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ

市
役
所
２
階
税
務
課
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介
護
サ
ー
ビ
ス
課
　
1

22
・
８
１
８
０

敦
賀
市
介
護
保
険
事

業
計
画
等
策
定
委
員

会
委
員
の
募
集

市
で
は
安
心
介
護
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施
を
確

保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
る

「
介
護
保
険
等
の
事
業
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

検
討
内
容

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
提
供
す
る

体
制
の
整
備

▼
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
設
定

▼
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
事
業
の
整

備
計
画
　
な
ど

募
集
人
数

２
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
選
考
）

対
　
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
40
歳
以

上
の
方
で
、
お
お
む
ね
２
カ

月
に
１
回
の
会
議
（
平
日
の

日
中
）
に
出
席
で
き
る
方

任
　
期

平
成
15
年
３
月
ま
で
（
１
年
間
）

申
込
み

２
月
28
日
e

ま
で
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

社
会
福
祉
課
　
1

22
・
８
１
２
３

補
聴
器
と
耳
の
相
談

３
月
３
日
の
「
耳
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
耳
の
不
自
由
な
方
た
ち
が
よ
り
充
実

し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
補
聴
器
と
耳

の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

３
月
７
日
e

受
付
　
10
時
〜
14
時
（
医
師

に
よ
る
医
療
相
談
は
14
時
〜

15
時
）

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
聴
力
に
支
障
の

あ
る
方

内
　
容

▼
耳
の
健
康
診
断

耳
の
診
断
、
身

体
障
害
者
手
帳
交
付
診
断
お

よ
び
等
級
変
更
診
断
、
聴
力

検
査
ほ
か

▼
各
種
相
談

福
祉
相
談
、
補
聴
器

相
談
ほ
か

持
参
す
る
も
の

印
鑑
（
身
体
障
害
者

手
帳
お
よ
び
使
用
し
て
い
る

補
聴
器
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

費
　
用

無
　
料
（
た
だ
し
補
聴
器
修

理
に
か
か
る
部
品
代
は
自
己

負
担
）

自
動
車
税
の
名
義
変

更
･
ま
っ
消
の
登
録
手

続
き
は
、
確
実
に
！

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
方
は
名

義
変
更
を
、
廃
車
し
た
方
は
ま
っ
消
等
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
自
動
車
税
が

い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

嶺
南
振
興
局
二
州
税
務
部

1

22
・
０
０
０
１

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

申
告
期
限

▼
所
得
税
・
個
人
住
民
税
・
個
人
事

業
税
　
　
３
月
15
日
f

▼
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
税
）

４
月
１
日
b

問
合
せ

嶺
南
振
興
局
二
州
税
務
部

1

22
・
０
０
０
１

《
上
映
時
間
》

い
の
ち
・
地
球
･
大
移
動

▼
10
時
〜
　
　
▼
12
時
20
分
〜
　
　
　

▼
14
時
40
分
〜

ホ
ー
ン
テ
ッ
ド
・
キ
ャ
ッ
ス
ル

▼
11
時
10
分
〜
　
▼
13
時
30
分
〜

▼
15
時
50
分
〜

《
入
場
料
》

大
人
（
高
校
生
以
上
）
600
円

小
人
（
小
中
学
生
）

 300
円

幼
児
（
小
学
生
未
満
）

無
料

1

20
・
１
１
０
０

◆ 固定資産税
（第4期）

◆ 国民健康保険税
（第8期）

納期限　2月28日 E

Q

２
月
28
日
E

▼
10
時
〜
16
時

ポ
ー
・
ト
ン
北
側
駐
車
場

Q

３
月
12
日
C

▼
10
時
〜
16
時

市
役
所
駐
車
場

血
液
中
の
血
漿
や
血
小
板
と
い
っ
た

成
分
だ
け
を
採
取
す
る
成
分
献
血
を
実

施
し
ま
す
。

と
　
き

２
月
28
日
e

10
時
〜
1  6  
時

と
こ
ろ

ポ
ー
・
ト
ン
北
側
駐
車
場

定
　
員

24
人
（
予
約
制
）

申
込
み

２
月
25
日
b

ま
で
に
社
会

福
祉
課
日
赤
係
へ

1

22
・
８
１
２
４

◎
検
査
、
採
血
な
ど
に
お
よ
そ
１
時
間

か
か
り
ま
す
。
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最
低
賃
金

も
ち
ろ
ん
知
っ
て
る

知
ら
せ
て
る

労
働
者
に
賃
金
を
支
払
う
場
合
は
、

最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
井
県
最
低
賃
金

（
平
成
13
年
10
月
１
日
〜
）

日
　
額
　
５，

１
３
０
円

時
間
額
　
　
　
６
４
２
円

産
業
別
最
低
賃
金

（
平
成
13
年
12
月
24
日
〜
）

繊
維
製
造
業

日
　
額
　
５，

５
４
５
円

時
間
額
　
　
　
６
９
４
円

機
械
器
具
製
造
業

日
　
額
　
５，

９
３
７
円

時
間
額
　
　
　
７
４
３
円

電
気
機
械
器
具
製
造
業

日
　
額
　
５，

５
８
６
円

時
間
額
　
　
　
６
９
９
円

各
種
商
品
小
売
業

日
　
額
　
５，

６
９
５
円

時
間
額
　
　
　
７
１
２
円

※
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
時

間
外
･
休
日
労
働
に
対
し
て
支
払
わ

れ
る
賃
金
等
は
最
低
賃
金
に
含
み
ま

せ
ん
。

※
福
井
県
最
低
賃
金
は
、
性
別
･
職
種

を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

※
産
業
別
最
低
賃
金
は
前
記
の
産
業
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
年
齢

や
業
務
等
に
よ
り
適
用
除
外
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ

敦
賀
労
働
基
準
監
督
署

1

22
・
０
７
４
５

住
宅
の
解
体
工
事
な
ど

に
は
分
別
解
体
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す

５
月
30
日
（
予
定
）
か
ら

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
実
施
さ
れ
ま
す

建
設
廃
棄
物
は
全
国
で
年
間
約
８，

０
０
０
万
ト
ン
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
産
業
活
動
で
発
生
し
て
い
る
ご
み

の
約
２
割
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の

約
１．
５
倍
も
の
量
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
設
廃
棄
物
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
不

法
投
棄
や
最
終
処
分
場
不
足
な
ど
の
様
々

な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
定
規
模
以
上
の
解
体

工
事
等
に
お
い
て
発
生
す
る
建
設
廃
棄
物

を
分
別
･
リ
サ
イ
ク
ル
化
す
る
こ
と
と

し
、
解
体
業
者
だ
け
で
な
く
、
工
事
発
注

者
も
解
体
工
事
届
出
書
を
知
事
に
提
出
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

福
井
県
土
木
部
監
理
課

1

０
７
７
６
・
20
・
０
４
７
１

高
齢
者
技
能
講
習
会

受
講
者
募
集

と
　
き

３
月
11
日
b

〜
19
日
c

９
時
〜
16
時
　
計
７
日
間

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

内
　
容

警
備
保
安
・
出
入
管
理
講
習

対
　
象

50
歳
〜
65
歳
の
方

定
　
員

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料

無
　
料

申
込
み

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
敦
賀
公
共
職

業
安
定
所
ま
た
は
6

敦
賀
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ

6

福
井
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合

1

０
７
７
６
・
29
・
１
１
９
５

歴
　
史
　
教
　
室

２
月
23
日
G

テ
ー
マ

中
国
人
強
制
連
行
と
敦
賀
港

講
　
師

地
域
史
研
究
家橋

本
は
し
も
と

一
郎

い
ち
ろ
う

氏

３
月
23
日
G

テ
ー
マ

２
０
０
１
年
度
敦
賀
市
に

お
け
る
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

講
　
師

敦
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
課

文
化
財
調
査
員川

村
か
わ
む
ら

俊
彦

と
し
ひ
こ

氏

※
両
日
と
も

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

時
　
間
　
14
時
〜
15
時
45
分

問
合
せ

気
比
史
学
会
（
糀
谷
）

1

22
・
３
６
３
２

あ
き
た
産
業
交
流
展

in
敦
賀

秋
田
県
な
ら
で
は
の
製
品
・
商
品
・

物
産
等
の
紹
介
・
販
売
と
観
光
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。

秋
田
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
･
知
恵
に

ふ
れ
る
と
と
も
に
、
秋
田
の
「
旬
」
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き

２
月
23
日
g

、
24
日
a

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

き
ら
め
き
み
な
と
館

内
　
容
　
秋
田
と
敦
賀
の
産
業
マ
ッ
チ
ン

グ
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
北
国
秋
田
発
の
産
業
見
本
市
」
で
す

▼
あ
き
た
こ
ま
ち
（
300
ｇ
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

両
日
と
も
10
時
〜
（
先
着
100
人
）

▼
き
り
た
ん
ぽ
鍋
試
食
会

両
日
と
も
12
時
〜
（
先
着
100
人
）

▼
イ
カ
サ
マ
魔
術
師
『
ブ
ラ
ボ
ー
中

谷
』
の
爆
笑
系
マ
ジ
ッ
ク
笑

シ　
ョ　
ー　

両
日
と
も
11
時
〜
、
14
時
30
分
〜

▼
お
楽
し
み
抽
選
会

両
日
と
も
15
時
〜

問
合
せ

市
役
所
商
工
振
興
課
（
1

22
・
８
１
２
２
）
ま
た
は
7

あ
き
た

産
業
振
興
機
構
新
事
業
振
興
課
（
1

０
１
８
・
８
６
０
・
５
７
０
１
）

「
上
野
の
森
ブ
ラ
ス
」

コ
ン
サ
ー
ト

さ
ぁ
、
み
ん
な
で
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

音
楽
を
体
感
し
よ
う
！

従
来
の
音
楽
イ
メ
ー
ジ
を
吹
き
飛
ば

す
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
み
な
ら
ず
ジ
ャ
ズ
や
演
歌
に
至
る
曲

を
も
演
奏
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

と
　
き

２
月
24
日
a

開
場
13
時
　
開
演
14
時

と
こ
ろ

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

演
奏
曲

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー

聖
者
が
街
に
や
っ
て
く
る

と
な
り
の
ト
ト
ロ
　
　
ほ
か

入
場
料

一
　
般
　

２，

０
０
０
円

小
中
高
生
　
１，

０
０
０
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、

平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
敦
賀
店
、

ポ
ー
・
ト
ン
、
Ｋ
ａ
Ｂ
ｏ
Ｓ

敦
賀
店
、
宝
島
敦
賀
店

問
合
せ

敦
賀
市
文
芸
協
会
（
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）

1

25
・
５
１
２
５

「
梅
街
道
」

通
行
規
制
に
ご
協
力
を

道
路
工
事
の
た
め
、
梅
街
道
（
美
浜
町

坂
尻
〜
和
田
）
の
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

３
月
16
日
c
ま
で

規
制
方
法

▼
美
浜
町
和
田
か
ら
敦
賀
方
面
へ
は

終
日
、
一
方
通
行
の
み
可
能

▼
美
浜
町
坂
尻
か
ら
小
浜
方
面
へ
は

進
入
禁
止

問
合
せ

嶺
南
振
興
局
二
州
農
林
部
農

村
整
備
課
　
　
1

22
・
０
１
８
５

琵　
琶　
湖　
・　
若　
狭　
湾　
リ　
ゾ　
ー　
ト　

ラ　
イ　
ン　
鉄　
道　
に　
、　
新　
し　
い　
名　

前　
を　
付　
け　
て　
く　
だ　
さ　
い　

今
津
〜
上
中
間
の
新
線
鉄
道
「
琵
琶

湖
・
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄
道
」
の

早
期
実
現
に
向
け
て
の
気
運
を
一
層
盛
り

上
げ
て
い
く
た
め
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

く
、
誰
に
で
も
親
し
ま
れ
る
新
し
い
名
称

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
新

線
の
名
称
を
一
つ
と
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
（
学
校
名
・

学
年
）
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い

募
集
期
間

２
月
１
日
f
〜
３
月
31
日
a

賞
　
品

最
優
秀
賞
１
点
（
旅
行
券
５
万
円
分
）

優
秀
賞
　
３
点
（
旅
行
券
３
万
円
分
）

入
　
選
　
５
点
（
旅
行
券
１
万
円
分
）

発
　
表

６
月
ご
ろ

問
合
せ
・
応
募
先

Á

917
・
８
５
８
５

小
浜
市
大
手
町
６
ー
３

小
浜
市
役
所
鉄
道
新
線
･
公
共
交
通
課

1

０
７
７
０
・
53
・
１
１
１
１

6

０
７
７
０
・
53
・
０
７
４
２

Ｅ
メ
ー
ル



社
会
福
祉
課
　
1

22
・
８
１
２
４

敦
賀
い
き
い
き
生
涯
大
学

学
生
募
集

平
成
14
年
４
月
に
入
学
す
る
敦
賀
い
き

い
き
生
涯
大
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
の
満
65

才
以
上
の
方
（
昭
和
12
年
４

月
１
日
以
前
出
生
の
方
）

募
集
人
員

100
人
（
た
だ
し
応
募
多
数

の
場
合
は
年
齢
順
）

学
習
内
容

▼
講
義
（
大
学
教
授
等
に
よ
る
講
演
、

医
師
会
等
の
健
康
教
室
等
）

▼
見
学
（
県
内
、
市
内
の
文
化
財
め

ぐ
り
等
）

▼
実
習
（
健
康
体
操
等
）

▼
ク
ラ
ブ
活
動
（
書
道
、
編
物
、
園

芸
、
吟
詠
、
料
理
、
俳
句
）

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
ブ
ラ
ザ

修
業
年
限

２
年

申
込
み

２
月
18
日
b

か
ら
２
月
28
日

e

ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
、

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
入

学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
社
会
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

敦
賀
い
き
い
き
生
涯
大
学
院

学
生
募
集

平
成
14
年
４
月
に
入
学
す
る
、
敦
賀

い
き
い
き
生
涯
大
学
院
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

入
学
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
の
敦
賀

い
き
い
き
生
涯
大
学
（
旧
敦

賀
市
老
人
大
学
）
卒
業
生

募
集
人
員

100
人
（
13
年
度
応
募
者

〈
未
入
学
者
〉
を
優
先
し
、
募

集
数
を
越
え
た
場
合
は
当
大

学
卒
業
年
度
の
古
い
順
か
ら

決
定
）

学
習
内
容

▼
講
義
（
大
学
教
授
等
に
よ
る
講
演
等
）

▼
見
学
（
県
内
、
市
内
の
文
化
財
め

ぐ
り
等
）

▼
ク
ラ
ブ
活
動
（
陶
芸
、
パ
ソ
コ
ン
、

茶
道
、
俳
句
、
書
道
）

と
こ
ろ

敦
賀
短
期
大
学

修
業
年
限

１
年

負
担
金

１
０，

０
０
０
円

申
込
み

２
月
18
日
b

か
ら
２
月
28
日

e

ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
、

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
入

学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
社
会
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

中
央
公
民
館
　
1

25
・
８
３
１
８

第
22
期
敦
賀
市
王
座
戦

囲
碁
将
棋
大
会

と
　
き

３
月
３
日
a

９
時
〜

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
　
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は

勤
務
、
通
学
し
て
い
る
方

競
技
方
法

各
級
ご
と
に
予
選
を
行
い

予
選
通
過
者
で
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
行
う

参
加
費

大
　
人
　
１，

５
０
０
円

（
昼
食
込
み
）

中
高
生
　
８
０
０
円（
昼
食
込
み
）

小
学
生
　
無
　
料
（
昼
食
別
）

申
込
み

当
日
、
８
時
40
分
か
ら
９
時

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
９
時
以

降
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1

22
・
８
１
５
５

第
１
回

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

と
　
き

３
月
３
日
a

９
時
〜

（
受
付
８
時
30
分
）

と
こ
ろ

中
郷
体
育
館

内
　
容

羽
根
の
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
打
ち

合
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
」
を
、
女
子
の

部
、
男
女
混
合
の
部
に
分
か

れ
て
行
い
ま
す

対
　
象

18
歳
以
上
の
４
〜
７
人
で
編

成
し
た
チ
ー
ム

参
加
料

無
　
料

申
込
み

２
月
24
日
a

ま
で
に
、
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
運
動
公
園
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
体
育
指

導
員
協
議
会
事
務
局
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

※

申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各
公

民
館
、
各
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

ま
す
。（
6

23
・
６
８
０
９
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
1

25
・
５
３
１
１

育
児
サ
ポ
ー
ト
教
室

乳
幼
児
の
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
と

ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

と
　
き

３
月
13
日
d14

時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

講
　
師

河
原
皮
膚
科
医
院

院
長
　
河
原

か
わ
は
ら

謙
一

け
ん
い
ち

氏

定
　
員

30
組
（
申
込
み
は
お
電
話
で
）

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
時
に

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
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健康管理センターURL < http://www.ton21.ne.jp/kenkou/ > E-mail（相談など） < kenkou@ton21.ne.jp >

健健康康管管理理セセンンタターーだだよよりり
申込み・問合せ　1２５ー５３１１

申込み ２月２８日 eまでに、ハガキに住所・氏

名・年齢・電話番号（グループの場合は

代表者のもの）・出場人数・歌の曲目ま

たは楽器の種類と曲目を記入の上、申し

込みください

定　員 ３０組（申込多数の場合は抽選とし、決

定者には締切後１週間までに当選通知を

送付します）

対　象 市内にお住まい（グループの場合は代表

者）の方。ただし、プロの方や多人数の

合唱、演奏はご遠慮ください

※ カラオケは、２００１年後期までの曲は用意

します。ごく最近の曲はテープを持参してく

ださい。

※ 持ち時間は１組１時間以内です。また、出場

日時は当方に一任願います。

～ あなただけのメモリアルコンサート ～

あなたの夢の舞台をプラザ萬象のスタ

ッフが演出します。ライトに照し出され

た大ステージで、お一人またはグループ

で歌や演奏をお楽しみください。

ピアノやカラオケのほか、ご希望でス

モークやミラーボールなども用意します。

ビデオ撮影も自由にどうぞ！ あなたのメ

モリアルを創作してください。

問合せ・申込先　Á９１４－００４７　敦賀市東洋町１－１　プラザ萬象　1２２－９７１１

生活習慣病予防特集　６～９ページ
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人口 69,115人（前月比23 人増）男 33,857人 女 35,258人 世帯数 25,706世帯（平成14年1月31日現在）

敦賀市ホームページ ht tp: / /www.ton21.ne. jp/  E-Mai l  <kouhou@ton21.ne. jp>

発行／敦賀市　編集／企画部広報広聴課 Á914-8501 敦賀市中央町２丁目１番１号　10770ー22ー8112 印刷／若越印刷株式会社

ＲＣＮ４ｃｈ（市のチャンネル） 毎日７時～２２時放映（毎週火・木・土曜日の週３回入替）

▼
肥
満
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
以
外
だ

っ
た
の
は
、
男
性
の
方
が
肥
満

の
割
合
が
高
い
と
い
う
事
実
。

女
性
か
ら
「
や
せ
た
い
」「
ダ
イ

エ
ッ
ト
し
な
き
ゃ
」
な
ど
と
よ

く
聞
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
肥

満
に
（
体
格
に
？
）
対
す
る
意

識
が
高
く
、
影
の
努
力
が
デ
ー

タ
に
も
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
？
　
健
康
面
か
ら
見

る
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
必
要
な

の
は
女
性
よ
り
も
男
の
方
に
多

い
の
で
す
。
男
性
の
み
な
さ
ん
、

若
い
女
性
ほ
ど
と
は
言
い
ま
せ

ん
が
、
も
う
少
し
「
や
せ
た
い

願
望
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

(T)

敦
賀
西
町
の
綱
引
き
で
夷
子

様
・
大
黒
様
が
身
に
ま
と
う
衣

装
が
、
お
よ
そ

160
年
ぶ
り
に
新

調
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
こ
の

新
し
い
衣
装
で
の
初
の
巡
幸
と

あ
っ
て
、
例
年
の
お
よ
そ
３
倍
、

３，

０
０
０
人
も
の
見
物
客
が

通
り
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

衣
装
引
き
継
ぎ
の
た
め
、
新

旧
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
２

組
４
人
の
神
様
が
顔
を
あ
わ
せ

る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
め
ず
ら

し
く
、
特
別
な
行
事
と
な
り
ま

し
た
。
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敦賀美方消防組合

住宅防火 ３つの習慣

謹んでお悔やみ申し上げます。
平成13年12月1日～平成14年1月31日

（敬称略）
川崎町　川添由紀子（4 2） 関　　田中　ゆき（9 3）
山　泉　扇下八重子（5 4） 横　浜　田保　ツネ（9 0）
莇生野　仙田　富栄（7 0） 津内３　安井　ひで（9 9）
本町１　小坂とみ子（9 0） 蓬莱町　山本　　肇（6 8）
新和２　上田　　壽（6 4） 公文名　大音　次治（8 7）
松島２　木戸　孝一（5 3） 櫛　川　田中　とめ（9 0）
常　宮　森田　　力（8 5） 金　山　柴田　むつ（8 9）
三島１　柴田重太郎（8 3） 御　名　上田　正明（5 2）
三島２　宮本　　潔（6 9） 莇生野　鈴木　三郎（8 6）
舞崎町　小林　嘉男（7 5） 松島町　本田　年弘（8 6）
長　沢　幸田　義宗（8 8） 開　町　笹山　清蔵（9 1）
岡山２　河島　信一（9 3） 櫛　川　西條　玲子（6 4）
角鹿町　戸田けさお（9 0） 若葉１　笹木　うた（8 8）

沢　　丹後伊三雄（6 9） 津内２　高島　敦男（6 7）
刀　根　田辺　清二（6 7） 呉竹１　吉田　一男（8 5）

山　　柿花　なか（9 6） 山　　酒井一二美（7 5）
山　　高崎　　勉（6 4） 呉竹１　土田　國雄（7 7）

若葉２　原田　啓司（7 0） 白銀町　田中　法明（6 7）
松葉町　畑守　順子（7 9） 追　分　桑島　はつ（9 4）
津内３　坂野　信三（8 5） 松栄町　田辺よし子（7 1）
新松島　仲塚　あい（8 0） 獺河内　森本　育子（7 2）
奥麻生　石原夘之助（8 3） 杉　津　辻　みさを（8 4）
金　山　濱本　義一（7 2） 沢　　伊藤　瀧三（9 0）
櫛　林　野瀬　定子（7 8） 三島１　藤井　　薫（6 9）
莇生野　口野　キク（9 1） 沓　見　江口よ志ゑ（7 9）
相生町　奥田　　勇（7 9） 本町１　柴田　幸子（8 1）

山　　増田　正枝（8 6） 木ノ芽　笹田　淺子（6 8）
岡山２　竹内　久子（6 7） 野　坂　和田　勝治（5 8）
野　神　嶋田　政雄（8 3） 五　幡　瀧波　　龍（8 2）
岡山２　木村　正徳（5 9） 新　保　湯谷　信行（7 2）
松葉町　大石　章介（6 8） 河原町　小林　俊喜（6 9）
公文名　福地　教 a（8 0） 栄新町　池田　行雄（8 2）
鞠　山　濱本正太郎（7 4） 神楽２　奥田多美子（8 3）
開　町　齊藤　正雄（8 1） ひばりケ丘 山下　　博（7 2）
長　谷　中澤　とみ（8 6） 松島２　杉原　永綏（8 2）
萩野町　北川　和子（7 1） 金　山　下野　ハル（9 0）
相生町　福田　のゑ（9 5） 横　浜　寺野孫三郎（8 7）
川崎町　西川　武治（9 5） 津内２　山口　忠雄（8 1）
桜　町　長谷川汪示（7 2） 清水２　藤田江美子（6 0）
呉竹２　川久保昇二（7 0） 中央１　竹中　きみ（9 4）
市野々２ 山本美登里（5 1） 栄新町　川島　沢吉（6 5）

● 寝たばこは絶対しない

●ストーブは燃えやすいもの

から離れた位置で使用する

●ガスコンロのそばを離れる

ときは必ず火を消す


